令和５年９月８日
特定非営利活動法人日本危機管理士機構
理事長　市川宏雄
日本危機管理士機構理事が「第３５回　建設局技術業務体験発表会」
（東京都建設局主催）で特別講演を行いました
東京都建設局で開催された「第35回　建設局技術業務体験発表会」にて、特定非営利活動法人日本危機管理士機構　理事の中尾毅氏（株式会社オリエンタルコンサルタンツ　執行役員　防災事業部長）が特別講演を行いました。
■実施日
令和5年8月29日
■特別講演名
　ＤＸによるリスクコミュニケーションの充実
■内容
激甚化・頻発化する豪雨災害、切迫する首都直下地震や南海トラフ巨大地震、島しょ部や富士山での火山災害など、東京都には迫りくる自然災害の脅威があります。このような中、東京都では「関東大震災100年」の節目に、ＴＯＫＹＯ強靱化プロジェクトが公表されました。ＴＯＫＹＯ強靱化プロジェクトは「100年先の安心」を目指して、「風水害」、「地震」、「火山災害」のそれぞれの自然災害に対して2040年に目指す強靱化された東京の姿が示されています。この2040年に目指す強靱化された東京の姿の実現に向けて、「風水害」、「地震」、「火山災害」に対して、東京都内の自治体や全国で実装されているＡＩ、空間情報技術、3Ｄ都市モデルによるＤＸの活用事例を紹介しました。さらに、八丈町で実証中の「スマート防災」の取組みを紹介し、リスクコミュニケーションの充実による「事前防災」、「事前復興」の必要性を講演しました。
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